三笠市における炭鉱遺産活用研究の概要

　三笠市には、北海道炭礦汽船株式会社から寄贈された炭鉱関連の資料が多数保管されている（以下、北炭資料と呼ぶ）。この資料を基に筆者らは、三笠市の依頼を受けて、2012年度から炭鉱遺産活用研究を進めてきた。この炭鉱遺産活用研究では、主に幾春別炭鉱や奔別炭鉱、幌内炭鉱を対象に、石炭生産に関わる施設の建築的特徴や建設過程に関する研究、炭鉱住宅の建築的特徴に関する研究、炭鉱遺構の現状図の作成など様々な研究を行ってきた。本稿では、この2012年から実施してきた炭鉱遺産活用研究の概要を報告する。特に本稿では、この2012年から実施してきた炭鉱遺産活用研究の内、幌内炭鉱（北海道炭礦汽船株式会社による運営）と住友奔別炭鉱（住友石炭鉱業株式会社による運営）に関する研究について報告する。
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